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発生状況の概要 屋内外

7月
鉄骨・鉄筋コンクリート造
家屋建築工事業

17時台 50代 男 35.4 29.8

建物屋上のシート防水施工作業完了後、「忘れ物
をした」と屋上に戻ったものの、しばらくしても帰って来な
いため事業主が電話すると、「今から降りる」と返答が
あったがその後も帰ってこないため、迎えに行ったところ
足場の手摺に寄りかかって意識を失っていたため、病院
に搬送したが熱中症により死亡した

屋外

7月
☆

その他の
金属製品製造業

16時台 20代 男 34.9 30.5

工場内で作業に従事していたが体調不良により早退
するため、午後２時頃に更衣室に移動し、その後、４
時過ぎに更衣室に入った同僚が倒れているところを発
見し、病院に搬送したが熱中症により死亡した。

屋内

7月 陸上貨物取扱業 16時台 30代 男 35.6 31.2
倉庫内１階で製品のピッキング作業中に突然転倒し、
その後けいれんを起こし意識を失ったため、病院に搬送
されたが熱中症により死亡した。

屋内

7月
☆

一般道路貨物自動車
運送業

17時台 60代 男 37.4 32.9
親会社の敷地内でフォークリフトを運転中、熱中症に
より死亡した。

屋外

8月
☆

食料品製造業 16時台 50代 男 37.4 33.6

オーブンの出口で天板を回収する作業を行っていたが、
資材の部屋にふらつきながらやってきたため、熱中症と
判断し、体を冷却したが、意識がなくなり、救急搬送し
たが熱中症により死亡した。

屋内

発生月欄の☆印は「異常(緊急)時の措置」が適切にとられていなかった事案

令和6年 熱中症による死亡災害事例 令和6年８月２０日現在
死亡災害報告による

大阪では、今年、７月以降連日35度を超える猛暑の中、熱中症

による死亡災害が多発しています。

暑さは今後もしばらく続くことが予想されています。熱中症を予防

するために、こまめな休憩と塩分水分の摂取に心がけましょう!!

異常(緊急)時の措置

熱中症は、短時間で容体が急変します。あらかじめ、近くの病院の場所

を確認しておき、本人や周りが少しでも異変を感じた時にはすぐに病院へ運

ぶか、救急車を呼びましょう!!

大阪労働局では、労働災害防止団体などと連携して、職場における熱中症の予防のために「STOP！

熱中症 クールワークキャンペーン」を展開し、重点的な取組を進めています。 キャンペーン期間は、9月ま

でですが、気象庁の長期予報では、今年は、10月ぐらいまで平均気温が高く、11月になっても平年並み

か高い状態が続く見込みです。

各事業場においては、事業者、労働者が協力して、引き続き熱中症予防対策に取り組みましょう！
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厚生労働省は働く人の熱中症を防止するためのポータルサイト

「学ぼう！備えよう！職場の仲間を守ろう！職場における熱中症予防情報」
を運営しています
教育用教材として動画コンテンツや 万一の際の救急措置等の要点が記載された「熱中症予防カード」など
を活用し熱中症予防を積極的に取り組みましょう


